
別紙様式（Ⅶ）-１ 

商品名：ブルーベリー＆ルテインα（アルファ）

食品関連事業者に関する基本情報

届出者の氏名 

（法人にあっては名称及

び代表者） 

株式会社 リフレ 

代表取締役 安野 明子勝田 徹 

（取締役社長交代により変更 

届出者の住所 

（法人にあっては主たる

事務所所在地） 

〒362-0035 

埼玉県上尾市仲町 1-7-28 

製造者の氏名（製造所又は

加工所の名称）及び所在地 

※複数ある場合、全てを記

載 

製造者名：株式会社オムニカ  

〒173-0004東京都板橋区板橋 4-21-7 

製造者名：株式会社カマタ 土気工場 

〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台 2 丁目 8 番 4

号 

消費者対応部局（お客様相

談室等）の連絡先 

（電話番号等） 

リフレ オーダーレセプションお客様センター

TEL：0120-22-9299 FAX：0120-37-9299 

メール：order@hc-refre.jp

情報開示するウェブサイ

トのＵＲＬ

リフレ ホームページ

hc-refre.jp/ 

届出事項及び開示情報に

ついての問合せ担当部局 

部 局：商品企画部 

電 話：048-774-4011 



別紙様式（Ⅳ） 

商品名：ブルーベリー＆ルテインα（アルファ）

健康被害の情報収集体制

健康被害の情報の対応

窓口部署名等 
リフレ オーダーレセプション

  電話番号 0120-22-9299 

ファックス番号 0120-37-9299 

  電子メール order@hc-refre.jp 

  その他 特になし 

連絡対応日時 

（曜日、時間等） 
月～土 9：00～21：00/日・祝 9：00～17：30 

その他必要な事項 

特になし 

（組織図及び連絡フローチャートを添付すること）



1日目安1粒
31粒入

食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

眼の疲労感、ピント調整、コントラスト感度（視野のかすみ・ぼやけ）の改善、 
光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。

パソコン、スマホなどをお使いの方

α

機能性表
示食品

機能性表
示食品

ブルーベリ
ー

&  ルテイ
ン 　

アルファ

［摂取上の注意］原材料を参照の上、食物アレルギ
ーのある方は、お召し上がりにならないでください。
●本品は、疾病の診断、治療、予防を目的と
したものではありません。●本品は、疾病に
罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を
計画している者を含む。）及び授乳婦を対象
に開発された食品ではありません。●疾病に
罹患している場合は医師に、医薬品を服用
している場合は医師、薬剤師に相談してくだ
さい。●体調に異変を感じた際は、速やかに
摂取を中止し、医師に相談してください。
［摂取方法］1日1粒を目安に水またはお湯で
お召し上がりください。

［届出表示］本品には、ビルベリー由来アントシアニンおよびルテインが含ま
れるので、❶目のピント調整機能を改善する。 ❷眼の疲労感を改善する。 ❸
ブルーライトなどの光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。 
❹コントラスト感度を改善することで、視野のかすみやぼやけを改善する。と
いう機能があります。スマホなどを使う方にお勧めします。［届出番号］###

3400

名　　称ビルベリーエキス末含有食品
＜商品名＞ブルーベリー&ルテインα

枠外上部に記載賞味期限

原材料名

17.36g（560mg×31粒） ※1粒中内容量330mg内 容 量

株式会社リフレ　埼玉県上尾市仲町1-7-28販 売 者
高温多湿・直射日光を避けて保管してください。保存方法

hc-refre.jp

製造所固有記号は賞味期限の後に記載

本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨を表示する
ものとして、消費者庁長官に届出されたものです。ただし、特定保健用食品と
異なり、消費者庁長官による個別審査を受けたものではありません。
一日当たりの摂取目安量：1粒
栄養成分表示 1粒560mg中

機能性関与成分 1粒560mg中

ルテイン 6mg
ビルベリー由来アントシアニン 40mg

ビルベリー由来アントシアニン
はビルベリーエキス末120mg
に含まれます。

ビルベリーエキス末　(ビルベリー（北欧産））、サフラワー油、加工
油脂、DHA含有精製魚油 (大豆を含む）、イチョウ葉エキス末、メグスリノキエ
キス末、シソ油、サメ軟骨エキス末、ココナッツオイル、コエンザイムQ10、オ
リーブ油、アマニ油、アイブライトエキス末、αリポ酸、ヤツメウナギ油、松樹皮
エキス末、フィッシュコラーゲンペプチド、赤ブドウ葉エキス末、カシスエキス
末／ゼラチン、グリセリン、マリーゴールド色素、ミツロウ、グリセリン脂肪酸
エステル、ビタミンB1、ビタミンC、ビタミンB6、ビタミンB2、ビタミンE、ラクトフ
ェリン（乳由来）、ビタミンA (大豆を含む）、ヒアルロン酸、ビタミンB12

0.16gたんぱく質

0.001g食塩相当量

3.15kcalエネルギー

脂 　 　 質 0.21g
炭 水 化 物 0.16g

通話料無料

お問い合わせ先

α

賞味期限印字スペース 44mm x 7mm
（日付+英字 6文字）
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北欧産ビルベリー
（特許原料）配合

チャック
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株式会社リフレ ブルーベリー&ルテインα　31粒 幅 90mm x 天地 145mm



1日目安1粒
7粒入

食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

パソコン、スマホなどをお使いの方
眼の疲労感、ピント調整、コントラスト感度（視野のかすみ・ぼやけ）の改善、 

光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。

α

機能性表
示食品

機能性表
示食品

ブルーベリ
ー

&  ルテイ
ン 　

アルファ

［届出表示］本品には、ビルベリー由来アントシアニンおよびルテインが含ま
れるので、❶目のピント調整機能を改善する。 ❷眼の疲労感を改善する。 ❸
ブルーライトなどの光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。 
❹コントラスト感度を改善することで、視野のかすみやぼやけを改善する。と
いう機能があります。スマホなどを使う方にお勧めします。［届出番号］###

SP3400

名　　称ビルベリーエキス末含有食品
＜商品名＞ブルーベリー&ルテインα

枠外上部に記載賞味期限

原材料名

3.92g（560mg×7粒） ※1粒中内容量330mg内 容 量

株式会社リフレ　埼玉県上尾市仲町1-7-28販 売 者
高温多湿・直射日光を避けて保管してください。保存方法

hc-refre.jp

製造所固有記号は賞味期限の後に記載

本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨を表示する
ものとして、消費者庁長官に届出されたものです。ただし、特定保健用食品と
異なり、消費者庁長官による個別審査を受けたものではありません。

ビルベリーエキス末　(ビルベリー（北欧産））、サフラワー油、加工
油脂、DHA含有精製魚油 (大豆を含む）、イチョウ葉エキス末、メグスリノキエ
キス末、シソ油、サメ軟骨エキス末、ココナッツオイル、コエンザイムQ10、オ
リーブ油、アマニ油、アイブライトエキス末、αリポ酸、ヤツメウナギ油、松樹皮
エキス末、フィッシュコラーゲンペプチド、赤ブドウ葉エキス末、カシスエキス
末／ゼラチン、グリセリン、マリーゴールド色素、ミツロウ、グリセリン脂肪酸
エステル、ビタミンB1、ビタミンC、ビタミンB6、ビタミンB2、ビタミンE、ラクトフ
ェリン（乳由来）、ビタミンA (大豆を含む）、ヒアルロン酸、ビタミンB12

通話料無料

お問い合わせ先

α

賞味期限印字スペース 44mm x 7mm
（日付+英字 6文字）

N
O
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D
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★
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B

E

R
R

I
E

S

北欧産ビルベリー
（特許原料）配合

［摂取上の注意］原材料を参照の上、食物アレルギ
ーのある方は、お召し上がりにならないでください。
●本品は、疾病の診断、治療、予防を目的と
したものではありません。●本品は、疾病に
罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を
計画している者を含む。）及び授乳婦を対象
に開発された食品ではありません。●疾病に
罹患している場合は医師に、医薬品を服用
している場合は医師、薬剤師に相談してくだ
さい。●体調に異変を感じた際は、速やかに
摂取を中止し、医師に相談してください。
［摂取方法］1日1粒を目安に水またはお湯で
お召し上がりください。

一日当たりの摂取目安量：1粒
栄養成分表示 1粒560mg中

機能性関与成分 1粒560mg中

ルテイン 6mg
ビルベリー由来アントシアニン 40mg

ビルベリー由来アントシアニン
はビルベリーエキス末120mg
に含まれます。

0.16gたんぱく質

0.001g食塩相当量

3.15kcalエネルギー

脂 　 　 質 0.21g
炭 水 化 物 0.16g

チャック
位置

25
m
m

14
5m
m

チャック位置

25mm

10mm

株式会社リフレ ブルーベリー&ルテインα　7粒 幅 90mm x 天地 145mm



1日目安1粒
90粒入

食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

眼の疲労感、ピント調整、コントラスト感度（視野のかすみ・ぼやけ）の改善、
 光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。

パソコン、スマホなどをお使いの方

α

機能性表
示食品

機能性表
示食品

ブルーベリ
ー

& ルテイ
ン 　

アルファ

［摂取上の注意］原材料を参照の上、食物ア
レルギーのある方は、お召し上がりにならな
いでください。
●本品は、疾病の診断、治療、予防を目的と
したものではありません。●本品は、疾病に
罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を
計画している者を含む。）及び授乳婦を対象
に開発された食品ではありません。●疾病に
罹患している場合は医師に、医薬品を服用
している場合は医師、薬剤師に相談してくだ
さい。●体調に異変を感じた際は、速やかに
摂取を中止し、医師に相談してください。
［摂取方法］1日1粒を目安に水またはお湯
でお召し上がりください。

［届出表示］本品には、ビルベリー由来アントシアニンおよびルテインが含まれる
ので、❶目のピント調整機能を改善する。 ❷眼の疲労感を改善する。 ❸ブルーライ
トなどの光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。 ❹コントラスト感
度を改善することで、視野のかすみやぼやけを改善する。という機能があります。
スマホなどを使う方にお勧めします。［届出番号］###

RS211

名　　称ビルベリーエキス末含有食品
ビルベリーエキス末　(ビルベリー（北欧産））、サフラワー油、加工油脂、DHA

含有精製魚油 (大豆を含む）、イチョウ葉エキス末、メグスリノキエキス末、シソ油、サメ軟
骨エキス末、ココナッツオイル、コエンザイムQ10、オリーブ油、アマニ油、アイブライトエ
キス末、αリポ酸、ヤツメウナギ油、松樹皮エキス末、フィッシュコラーゲンペプチド、赤ブ
ドウ葉エキス末、カシスエキス末／ゼラチン、グリセリン、マリーゴールド色素、ミツロウ、
グリセリン脂肪酸エステル、ビタミンB1、ビタミンC、ビタミンB6、ビタミンB2、ビタミンE、
ラクトフェリン（乳由来）、ビタミンA (大豆を含む）、ヒアルロン酸、ビタミンB12

枠外上部に記載賞味期限

原材料名

50.40g（560mg×90粒） ※1粒中内容量330mg内 容 量

株式会社リフレ　埼玉県上尾市仲町1-7-28販 売 者
高温多湿・直射日光を避けて保管してください。保存方法

通話料無料

賞味期限印字スペース 55 × 10mm

hc-refre.jp

製造所固有記号は賞味期限の後に記載

本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨を表示するも
のとして、消費者庁長官に届出されたものです。ただし、特定保健用食品と異なり、
消費者庁長官による個別審査を受けたものではありません。

お問い合わせ先

＜商品名＞ブルーベリー&ルテインα

一日当たりの摂取目安量：1粒
栄養成分表示 1粒560mg中

機能性関与成分 1粒560mg中

ルテイン 6mg
ビルベリー由来アントシアニン 40mg

ビルベリー由来アントシアニンはビルベ
リーエキス末120mgに含まれます。

脂 　 　 質 0.21g
0.16gたんぱく質

0.001g食塩相当量

3.15kcalエネルギー

炭 水 化 物 0.16g

α

JANJANJANJAN

JANJAN JANJAN
JANJAN

11mm

チャック位置
25mm

11mm

株式会社リフレ ブルーベリー&ルテインα　90粒 幅 120mm x 天地 190mm



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ブルーベリー＆ルテインα（アルファ） 

機能性関与成分名 ビルベリー由来アントシアニン、ルテイン 

表示しようとする

機能性 

本品には、ビルベリー由来アントシアニンおよびルテインが含まれるので、 

①目のピント調整機能を改善する。 

②眼の疲労感を改善する。 

③ブルーライトなどの光刺激から目の健康を守るとされる黄斑色素を増やす。

④コントラスト感度を改善することで、視野のかすみやぼやけを改善する。 

という機能があります。スマホなどを使う方にお勧めします。 

 

２．作用機序 

(1)眼の疲労感改善に関する説明 

近見作業等を継続すると水晶体の調節に関わる毛様体筋などが緊張し、活性酸素が産生

されるとともに微小炎症が誘導され、眼の疲労感が形成される [1]。ビルベリー由来アント

シアニン（VMA）は抗酸化能を有することが知られており[2]、ヒト網膜上皮培養細胞にお

いて、VMAが活性酸素やブルーライト照射による細胞傷害を抑制することが確認されてい

ることから[3]、眼組織に到達した VMA は毛様体筋の緊張を緩和し、活性酸素の除去や炎

症の改善を行うことにより眼の疲労感を改善すると考えられる[1,4]。 

(2)ピント調整に関する説明 

ピント調節にはレンズの役割をする水晶体が深く関わっており、近見作業を継続すると

水晶体を調節する毛様体筋が緊張してピント調節機能が低下する。研究レビューの対象と

なった試験において HFC 発現頻度の評価で用いられている AA-2 は、他覚的に毛様体筋の

緊張を定量化できるソフトウェアであり、試験の結果から VMAを摂取することにより携帯

端末の使用などの近見作業に伴う毛様体筋の緊張が緩和すると考えられる[1,4]。また、VMA

は眼組織に分布することが確認されており[1,4]、毛細血管機能を改善する作用を有すること

から[5]、毛様体筋において血流を改善することにより毛様体筋の緊張を緩和して、ピント

調節機能を改善すると考えられる。また、ピント調節に関わる瞳孔の活動の指標である縮

瞳率が改善していたことから[6]、瞳孔の調節に関わる瞳孔括約筋においても同様な働きを

していることが期待される。 

(3)光刺激から目の健康を守る黄斑色素を増やす働きに関する説明 

食物等から摂取したルテインは、アルブミンやアポタンパク質などと複合体を形成して

血流中を運ばれ、肝臓、眼、皮膚、脂肪組織、赤血球など生体内に広く分布する[7]。視覚

の中枢を担う網膜およびその中心にある黄斑には、ルテインに高い親和性を有するキサン

トフィル結合タンパクである steroidogenic acute regulatory domain (StARD)タンパクに属する

StARD3[8]が高発現しており、血流中を運ばれてきたルテインが蓄積される。ルテインはそ

の特徴的な構造として長鎖共役二重結合を有しており、生体にとって傷害性のある一重項



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

酸素やラジカルの反応性を消失させて、生体内で抗酸化物質として重要な役割を果たして

いる[1,3]。また、ブルーライトを吸収する性質があり、エネルギー強度の高いブルーライト

による傷害から生体を保護する役割もあると考えられており[7,10-12]、動物モデルでの検討

において、ルテインの摂取により黄斑色素量が増加した群は、コントロール群に比べてブ

ルーライトによる眼のダメージが減少することが確認されている[13]。 

(4)コントラスト感度の改善に関する説明 

コントラスト感度は視野内の色の濃淡や対象物の輪郭を判別する力であり、コントラス

ト感度が低下して色の濃淡が分かりにくくなった場合は対象物がかすんで見えたり、ぼや

けて見えにくく感じることがある [14,15]。ヒトの眼に見える光はおよそ 380~780 nmの波長

を有しているが、光は波長（色）によりレンズ等における屈折率が異なるため、色収差

（chromatic aberration）と呼ばれる色ずれ（ぼやけの一因）が生じることがある。また、大

気中における光の散乱や眼球に入射した光の散乱によっても、視野内に映る画像がかすん

だりぼやけたりすることがある[12]。ルテインはブルーライトに代表される短波長側の光

（400~500 nm）を吸収する性質があり、短波長側の光によって生じる色収差などによる画

像の乱れを是正し、健常人においてコントラスト感度を改善することにより視野のかすみ

やぼやけを改善すると考えられる[16-18]。 

以上のことから、黄斑及び網膜のルテイン量を適切に保つことは眼の健康を守り視機能

の維持に役立つことが期待される。 
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